
南アルプス登山史   登山の変遷 

平安時代     鳳凰山に修験者が登山。「古今集」などに「甲斐ヶ根」が詠みこまれる。 

鎌倉時代     紀行「海道記」および「平家物語」巻十に「甲斐の白根」登場。 

１７８６ 天明 ６     モンブラン登頂・・パッカール＆バルマ 

１７９５ 寛政 ７     北岳山頂に大日如来が奉納される。 

１８１４ 文化１１     「甲斐国誌」編纂終了。北岳、甲斐駒ケ岳、鳳凰山などの山頂が細かく記述される。 

１８１６ 文化１３     諏訪の延命行者が甲斐駒ケ岳開山。数年かけて黒戸尾根から登山。 

１８２４ 文政 ７   ９月 韮崎の神官・生山正方が鳳凰山に登り、登山記「大鳥ヶ嶽に遊ぶ記」を残す。 

１８３２ 天保 ３     高山たつ男装して富士登山（女人禁制中）         

１８５７ 安政 ４     イギリスに「アルパイン・クラブ」誕生 

１８６５ 慶応 １     マッターホルン登頂・・E・ウインパー  カレル 

１８７１ 明治 ４     芦安の名取直衛が北岳に甲斐ヶ根神社を設け、登山道を開く。             明治時代 

１８７２ 明治 ５     「女人禁制」解除 

１８８１ 明治１４     アーネスト・サトウが農鳥岳、間ノ岳登頂。 高橋白山が甲斐駒ケ岳登頂 

              チェンバレン、メイスンが『ハンドブック フォー ジャパン』（日本旅行案内）刊行。 

１８８２ 明治１５   ８月 地質学者の横山又次郎らが、ナウマンの指導を受けて戸台川－野呂川－大井川縦断。 

              甲斐駒ケ岳に一等三角点が設置される。 

１８８４ 明治１７     甲斐駒ケ岳五合目に修験行者が小屋を開設。 

１８８６ 明治１９    秋 赤石山系中央部を横断する新道を長野、山梨両県民が完成させる。 

１８９２ 明治２５   ８月 ウォルター・ウェストンが赤石岳登頂。 

１８９４ 明治２７     志賀重昂「日本風景論」を出版 

１９００ 明治３３   ８月 山梨を代表する財界人若尾逸平、加藤知事らが野呂川の水源探検。 

１９０１ 明治３４     河口慧海がヒマラヤを超えチベットのラサに行く 

１９０２ 明治３５   ８月 ウェストン二度目の来日、芦安－杖立峠－大樺沢－小太郎尾根のルートで北岳登頂。１１月「ジャパン・

ウィークリー・メール」に「甲斐ヶ根の登山」を発表。 

１９０３ 明治３６   ６月 中央線が甲府まで開通。 

           夏  小島烏水、山崎紫紅が金峰山、八ヶ岳、甲斐駒ケ岳に登る。 

１９０４ 明治３７   ７月 ウェストンが芦安－鳳凰山－広河原－北岳－仙丈ケ岳－戸台。この時、地蔵仏初登攀。 

１９０５ 明治３８ １０月 日本山岳会創立。 

１９０６ 明治３９   ８月 辻本満丸が鳳凰山でホウオウシャジン発見。 

           ８.９月 荻野音松が南アルプス中央部を横断。 

１９０７ 明治４０   ８月 山梨師範学校教員の石塚末吉らが白峰三山初縦走。 

１９０８ 明治４１   ７月 小島烏水、高頭仁兵衛らが早川・大井川経由で白峰三山縦走。 

１９０９ 明治４２   ７月 甲府中学教員の野尻抱影が夜叉神峠－五葉尾根－広河原経由で北岳登頂。 

            ７月 小島烏水、中村清太郎らが赤石山脈中部縦横断。 

１９１０ 明治４３   ７月 小島烏水が『日本アルプス』第一巻刊行、白峰山脈紹介。 

              甲府中学生が地蔵仏第二登。 

              加賀正太郎がユングフラウ横断 

１９１１ 明治４４  ３月 明治天皇は御料林 15.7万 haを山梨県に御下賜される 

１９１１ 明治４４ １２月 中村清太郎が笊ヶ岳登頂。南アルプス積雪期最初の記録。 

１９１２ 明治４５   ７月 小島烏水、岡野金次郎が鋸岳第一高点登頂。                              

１９１３ 大正 ２     陸軍参謀本部陸地測量部、地形図を刊行。                      大正時代 

          １１月 山梨師範、日川中学、甲府商業の教師らが山梨山岳会設立。 

１９１６ 大正 ５   夏  海軍軍属の落合道徳が南アルプスで消息を絶つ。二年後に仙丈ケ岳の藪沢源頭で遺体が発見される。 

１９１７ 大正 ６   ４月 船田三郎が単独で北岳登頂。 

          １０月 カナダ人のドーントが地蔵仏第三登。 

１９１８ 大正 ７ ７.８月 武田久吉、木暮理太郎が白峰三山－大井川－塩見岳－仙丈ケ岳－甲斐駒ケ岳大縦走。 

              ウェストンが『ザ プレイグラウンド オブ ファー イースト』（極東の遊歩場）刊行。 

              鹿子木員信がカンチェンジュンガ山塊の 5000m峰に登頂 

１９１９ 大正 ８     日本の女性登山の草分け青木美代が仙丈ケ岳と北岳に登山。 

            ８月 英国人マリー・ウォルトンが甲斐駒ケ岳－仙丈ケ岳－白峰三山に登る。以後二回にわたり南アルプス全

山縦走。 



１９２１ 大正１０     槇有恒アイガー東山稜初登攀 

１９２２ 大正１１   ７月 朝香宮が南アルプス登山、木暮理太郎、槙有恒随行。 

１９２３ 大正１２ １１月 東京の山岳会員二人が鳳凰山で遭難、一人死亡。南アルプス積雪期初めての犠牲。 

１９２４ 大正１３   ５月 甲府の大沢伊三郎らが赤石岳の記録映画製作。 

            ７月 甲斐山岳会設立。 

            ８月 大町桂月が『日本名山記』を志し、農鳥岳に登る。 

              山梨県山林課が鳳凰、白峰山系の五ヵ所に山小屋を建設。 

１９２５ 大正１４   ３月 三高の西堀栄三郎、桑原武夫らが北岳、仙丈ケ岳、間ノ岳の積雪期初登頂。六日遅れで韮崎の平賀文男

が北岳に第二登。 

            ７月 韮崎の白鳳会が白鳳峠開削。 

            ８月 単独行の加藤文太郎が仙丈ケ岳、甲斐駒ケ岳に登る。 

１９２６ 大正１５    夏 黒田初子が鳳凰山－仙丈ケ岳－北岳－塩見岳縦走。                           

１９２７ 昭和 ２   ７月 京大の高橋健治らが第五尾根から北岳バットレス初登攀。               昭和時代 

１９２８ 昭和 ３   ８月 田部重治が出頂の茶屋－西山－白峰三山往復。 

１９３０ 昭和 ５   １月 慶大パーティーが北岳で雪崩遭難。野村実が死亡。 

            ３月  甲斐山岳会が芦安などの案内人を対象にしたガイド講習開催。 

            ７月 甲府測候所が南アルプスの天気予報開始。 

            ９月 関東山岳会の岩瀬勝男らが甲斐駒ケ岳の黄蓮谷右俣初登。 

１９３１ 昭和 ６   ７月 清水基夫が北岳山頂付近でキタダケソウ採取 

１９３３ 昭和 ８   ６月 平賀文男が『赤石溪谷』刊行。 

６月 英国大使館員マクレーの夫人ネスタが地蔵仏に女性初登攀。 

１９３６ 昭和１１     立教隊ナンダコート登頂 

１９３７ 昭和１２  １月 東京商科大学一橋山岳部の小谷部全助らが北岳バットレス第一、第四尾根の積雪期初登攀。 

１９３８ 昭和１３ ７.８月 アサヨ峰で豪雨による遭難。４人が死亡。 

１９３９ 昭和１４   ７月 北岳で被雷遭難。２人死亡。 

１９４２  昭和１７   ７月 松涛明が北岳バットレスに最後まで残された中央稜初登攀。 

１９４９ 昭和２４ ７.８月 日川高山岳部が南アルプス全山縦走。 

１９５０ 昭和２５     フランス隊アンナプルナⅠ峰（８０９１ｍ）登頂（人類初の 8000m） 

１９５２ 昭和２７   ７月 北岳で吉原高生３人が死亡。 

１９５３ 昭和２８     イギリス隊エヴェレスト登頂 ヒラリー、テンジン 

１９５５ 昭和３０ １２月～１９５６ 昭和３１１月 

山梨大山岳部が厳冬期の南アルプス全山縦走。 

１９６６ 昭和３１     日本隊マナスル登頂 

１９５７ 昭和３２ １０月 南アルプスが第１２回国民体育大会山岳部門の会場に。 

１９５９ 昭和３４     ８月の台風７号、９月の台風１５号で南アルプスの登山道など大被害。 

１９６２ 昭和３７ １０月 野呂川林道が広河原まで完成。 

１９６４ 昭和３９   ６月 南アルプスが国立公園に指定される。 

            ７月 深田久弥が『日本百名山』刊行。南アルプスからは北岳、甲斐駒ヶ岳など十座が選定される。 

１９６６ 昭和４１   ４月 櫛形山などが南アルプス巨摩県立自然公園に指定される。 

１９７０ 昭和４５   ７月 山梨県が南アルプスのライチョウ生息調査開始(72年まで) 

１９７６ 昭和５１   ７月 山梨県がキャンプ地利用適正化指導要網を施行。南アルプスなどでキャンプ地が指定される。 

１９７８ 昭和５３   ７月 山梨県営北岳山荘オープン。 

１９７９ 昭和５４   ７月 昭和大医学部関係者が北岳に夏山診療所開設。 

          １１月 山梨県芦安村と長野県長谷村を結ぶ南アルプス林道が自然保護論争を経て開通。翌年から林道バス運行。 

１９８２ 昭和５７   ４月 山梨県が山梨県山岳連盟に委託した山岳レインジャーがスタート。高山植物の保護が主目的。 

１９８６ 昭和６１   ４月 山梨県高山植物保護条例施行。 

          １０月 第４１回国民体育大会（かいじ国体）山岳競技が南アルプス北部を会場に開かれる。            

１９９４ 平成６    １月 キタダケソウが種の保存法による希少種に選定される。                平成時代 

１９９７ 平成９    ２月 山梨県が山梨百名山を選定、公表。 

１９９９ 平成１１   ７月 山梨県が北岳の大樺沢に仮設トイレを設置。 

          １１月 太陽光や風力発電機、合併浄化槽を備えた長野県長谷村営仙丈小屋が完成。 

２０００ 平成１２   ６月 山梨県芦安村が南アルプス開山祭をリニューアル。 

２００３ 平成１５   ４月 南アルプス市誕生。芦安村分の南アルプスは新市に編入。 


